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2023/11/19 『市民・地域共同発電所全国フォーラム2023』

第3部： 市民電力が拓く地域の未来

・埼玉県出身、2011年秋から鳥取市在住
・鳥取での活動と並行し、日独墺調査（エネルギー自治・協同組合など）を実施

１．課題と考えていること

２．市民エネルギーとっとりの活動

３．地産地消と協働・事例

４．共感と実践の輪をひろげるために

市民エネルギーとっとり 手塚 智子



･事業計画 ・資金調達

事業性

市民参画 ⇔ 

発電所づくりの特徴：三位一体

市民エネルギーとっとり

・設立：2014年4月 （まちづくり団体）

・目的： 自然と共生するふるさとを子どもたちに手わたすために
地域住民が主体的に共同で
地域の資源、自然エネルギーを活用し享受する、
持続可能なエネルギー自立の地域づくり

・活動・事業内容：  

（１）自然エネルギーを活用した
市民共同発電所 提案・建設事業

⇒2015年事業会社
  

（２）普及啓発事業

（３）地域活性化事業 
・・・地域課題 × エネルギー

コミュニティ
強化

地域貢献



１． 課題と考えていること

• “地域の課題は複合的”

（少子高齢化、里山荒廃、鳥獣害、移動、医療、買い物、災害・・・）

• ３つの危機 （気候変動、地域、エネルギーや資源）

 → 誰もが、日々 必要とするものごとを得ることができ、

助け合い、安心して平和に暮らせるには・・・？

対話・交流
体験・実践の
場づくり

相談・提案

 ⇒ FEC自給圏 （内橋克人さんが提唱） → めざしたい地域の姿

〈Foods(食べもの),Energy(エネルギー),Care(ケア)〉…すべてにエネルギー必要

⇒ くらしの地産地消の実践 → まちづくりの手段

（食、エネルギー、お金、なりわい…）



２．活動 〇 学び、対話、上映会、経験の共有

対話・交流



どうやって くらしの地産地消？

•活動
〇 食・農の共通体験の場づくり

〇 自然と共生する農村・里山の暮らし方の記録・継承

〇 市民共同発電所を通した「拠点づくり」 など

～自分たちのくらしはどのように成り立ってる？？

相談・提案体験・実践の場
づくり

→協働

•大切にしている視点 

： 地域の歴史や伝統、文化や知恵からの学び

： まちとむらの暮らしをつなげていく

： ここにあるもの・ことを生かす、頼る

： 多様な実践者・団体・世代等と連携、共感の輪をひろげる



活動．食・農の共通体験の場づくり

種まきからのみそ作り(鳥取市国府町) 獣害対策、農地保全活動

集落の方と大豆収穫 大豆ミート料理体験
じげの保存食作り（みそ、へしこ）



活動．（失われつつある）自然と共生する農村・里山の暮らし
・手仕事の記録・継承

わらかご・てふごづくり(八頭町・志子部) 参考：稲わら温床づくり

動画づくり わらかご作りの会 冊子づくり
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活動．市民共同（みんなでつくる）発電所を通した「拠点づくり」

空山ポニー発電所ではじめたこと
→ エネルギー、食、お金の地産地消

【協働】
NPO法人ハーモニィカレッジ
“子どもたちに自信と誇りを！”
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例） とりちくのお肉商品券

例） 風のマルシェの野菜・果物セット

（こだわり）“鳥取の産品”で返済＝生産者との協働

例） フルーツ観光園利用券

例） 太田酒造「弁天娘」詰合せセット
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NPO法人ハーモニィカレッジ 鳥取県畜産農業協同組合

10.48kW                                 加工所 約32kW、直売所 約13kW

鳥取湖陵高校 約53.48kW 県有地     約218kW



（こだわり）資金調達：ローカルな経済を創る

○発電時： ⇒ 売電収益を地域・市民に還元
① 市民出資への配当
② 寄付のお返しに、鳥取の県産品を活用
③ 工事、保守にも地域の力、産品を活用
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○建設時 
発電所を一緒につくる

当事者になる

○発電時
売電収入をどう活用？

デザインできる

○建設時：⇒ 資金を地域・市民から調達

①市民出資：匿名組合契約、半分を地域優先枠で調達
（募集業務を第二種金融商品取引業者に委託）

②地元金融機関からの融資
③ご寄付
④少人数私募債

(こだわり）→発電電力は地域で活用（自家消費、地域新電力へ売電）

→共感の輪が広がる

→建設資金のほとんどを、県内や市民から調達



３．事例① 教育会館みんなの発電所プロジェクト

【協働】 教育会館、
鳥取県教職員組合、
鳥取県高等学校教職員組合

《発電電力》
・自家消費→教育会館共用部
・余剰売電→地域新電力



返済×県産品・寄付（教育会館みんなの発電所）
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〇寄付先
とっとり子どもの居場所ネットワーク

”えんたく”

〇県産品
・倉吉農業高校 お米、

高校生開発レシピいのししカレー
・鳥取湖陵高校 果物、加工品

・太田酒造
若桜町産酒米地酒・奈良漬けセット

・鳥取県畜産農協 お肉買物券
・陣構茶生産組合

有機新茶、地紅茶・ハーブ紅茶・飴セット
・西川農藝

自然栽培・低温圧搾生絞植物油セット
⇒ 多様な地域課題に

応用できる！



事例② 山のまなび舎おひさまプロジェクト

【協働】やずみ農産

協力：
・屋住江波集落の生産者、
・とっとりリーダーアカデミー

＜想い＞

・こどもたちに
元気な地域を
残したい！

・まちと農山村
の交流を促進

したい！

・自然と共生す
る循環型の農山
村の暮らしを再

生したい！



◎屋住のおいしい低農薬のお米 
標高200～500mの江波屋住集落は、おいしい米の産地です。中国山地から湧き

でる清涼な水と昼夜の寒暖差が、おいしさの秘密です。やずみ農産は低農薬、無

農薬農業を基本に、有機肥料を用いた稲作を行っています。

◎とっとり子どもの居場所ネットワーク“えんたく”
鳥取県内のこども食堂（子どもの居場所）の活動をサポートしている任意団体で

す。食材の確保やボランティアの確保、寄付金の募集から配分、開設の相談支援な

どを行っています。

 〔事務局〕労働者協同組合ワーカーズコープ・センター事業団さんいんみらい事業所内



山のまなび舎これから
～こんなことを考えています～

・市民共同発電所づくり（地域資源の
活用と交流促進）

・山林での体験活動（枝打ちや木材
切り出し、まき割…炭焼きの里）

・ピザづくりや薪ストーブを楽しむ会

・原木しいたけづくり、植菌
・羽釜と薪でご飯炊き体験

・屋住の川や山林の散策、豊かな自
然環境を楽しむ、農業体験

山のまなび舎づくりを
一緒に盛りあげる方を
“大募集”しています！



〇背景
： 鳥取市第３期環境基本計画に「市有施設における太陽光発電システム等再生
可能エネルギー由来の電力の導入検討」を掲げるなど、脱炭素社会の実現に向け
て取り組む、その一環

鳥取市記者発表資料より抜粋

〇概要： ９地区公民館に導入、２０年間、公募･ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ審査を経て決定
 ： ４事業者共同提案

事例③ 鳥取市地区公民館PPA事業
【協働】 鳥取市、地域施工会社、

団体（省エネ診断）、地域新電力

役割

鳥取市 庁内調整、公募・審査、財産使用許
可、使用電力支払い

㈱市民エネ
とっとり

設備設置、資金調達、電力供給・請
求、維持管理・遠隔監視

㈱サンコ
ネックス

設備の設計・施工、遠隔監視、メンテ
ナンス、緊急時対応

㈱とっとり
市民電力

太陽光電力の余剰買取

山陰エコラ
イフ研究所

温室効果ガス排出量削減効果の検
証、エネルギーアドバイス



〇（鳥取市が）期待する効果
・再生可能エネルギー由来の電力へ転換することで「脱炭素社会へ前進」
・電力の一部を電力会社の料金より安価に購入し、「施設のランニングコスト削減」
・災害時における非常用電源の確保による「防災機能の強化」

鳥取市記者発表資料より抜粋

事例③ 鳥取市地区公民館PPA事業

NO 公民館名 設備容量
(kW)

1 岩倉地区 23.25

2 湖山地区 31.50

3 神戸地区 18.00

4 西郷地区 18.00

5 中郷地区 17.25

6 日置谷地区 15.75

7 小鷲河地区 16.50

8 津ノ井地区 13.50

9 成器地区 16.88

合 計 170.63



これから・公民館事業との連携

（１）災害・停電時、防災教育等への活用

（２）エネルギーアドバイス・相談事業の実施

（３）余剰売電電力を鳥取市内で活用 （発電電力の地産地消）

（４）資金調達に関連し鳥取市産品を活用： ご寄付募集

19

〇「公民館 ＝ 地域コミュニティの拠点」

PPA事業をきっかけに、

⇒エネルギー地産地消を通じ 地域経済が循
環する仕組み、災害に強い地域づくりの
発信

⇒環境・防災教育や協働促進に貢献

⇒脱炭素社会の実現に向けたモデルに



トットリ・アフトピア協会

鳥取県東部地域の特産品の生産、販路拡大、農山漁村の

活性化を目指す、農林漁業団体、加工グループ、むらづくり

団体等によって構成されています （鳥取市農政企画課内）

協力： 地域の農林漁業団体・加工
グループ等のネットワーク団体
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鳥取市脱炭素ロードマップ（H5年3月)
⇒「施策の方向性や

市民等の行動基準を示すもの」
全体像とプロセスを、市民目線で考え、提案！



持続可能なコミュニティづくりと市民電力の役割

•安心、住み続けられる地域に
•ローカル経済、魅力アップ、交流資源に

•資源価格の乱高下などの影響を受けにくい

•災害への備え ・国外での社会や環境への負荷軽減

•地域の人・資源・お金が地域で活きる、循環する
•技術、ノウハウが蓄積されて、地域の宝に。

•海外へ流出している燃料費などが地元に残る

•住民・地域が未来を主体的に決めていく
•気候変動、枯渇資源「使い捨て社会」にサヨナラ

•地域と未来をじぶんごとに

いまから

・備える（生活の質の維持、地域の社会インフラをととのえる）

・暮らしの自治の力をとり戻す拠点づくり（小さな実践の積み重ね）

・共有・協同する地域づくり・仕事づくり



行政・適切な制度設計

・再エネ優先接続、利用

・事業性担保、適正な調達価格

・送配電網設計：広域、公正

・土地利用のルール

企業・市場の努力

・技術開発

・ビジネスモデル開発

・流通構造

市民・社会的受容

・地域・市民主導

・中長期目標、ロード
マップ

・住民・消費者目線

・民主主義

〇自治体 × 地域事業

・FITのみに依存しない事業

（１）地域・自治体新電力
（Stadtwerke)、 （組合）
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・地域の中長期戦略

４．共感と実践の輪をひろげるために
：地域主体をつなげる・伴走・コーディネートする
中間支援組織・エネルギー事務所

〇住民・組合・地場産業 × 地域事業
・見える化・産消連携

（２）市民・地域主体、協同組合

〇地域課題×地域事業

・地域エネルギー条例

・住民債の活用 ・

（３）中間支援組織・

地域エネルギー事務所



市民電力と需要家をつなげる“いちば”(構想）
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